
◇ 沿革の概要

明治 ７年 ３月１５日 寺坂村堂宇にて開校

１０年 ９月１４日 寺坂字黒田に校舎新築落成（２６坪）

１５年１０月 校舎増築（６坪）

３５年 ３月２３日 現在地（日野辺字来谷）に寺坂尋常小学校校舎

新築落成(45坪）
４２年 ９月 １日 教室増築（２教室）

大正 元年１２月２５日 運動場拡張（２６０坪）

６年１２月 ７日 便所、物置増築（５坪）

１４年 ３月２４日 校舎増築

昭和 ３年１０月２２日 校地拡張（５６０坪）

５年 ９月１５日 講堂兼体育館新築落成

１６年 ４月 １日 寺坂国民学校

１８年 ４月１６日 寺坂幼椎園設置開園式

２２年 ４月 １日 寺坂小学校と改称

２４年 ４月３０日 小川新吉氏寄付により校舎落成（６０坪）

新校舎４教室竣工 裁縫室、校長室改築

３２年 ９月 １日 出石町立寺坂小学校、出石町立寺坂幼椎園と改称
３４年 ５月１９日 裏山に観察池「はの」完成

３５年 １月１８日 校歌制定

４０年 ９月 ２日 ミルク給食開始

４０年１１月１０日 裏山治水工事竣工

４１年 ２月２５日 県教委指定 同和教育研究中間発表会

４２年 ２月２８日 県教委・文部省指定 同和教育研究発表会

４２年１２月 ６日 文部省指定 同和教育研究発表会

４６年 ７月１２日 学校プール新設落成（２５ m６コース）
４９年１１月２４日 学校創立百周年記念式典挙行

５５年 ４月２１日 町内小中学校が一斉に米飯給食開始

５７年 ６月２８日 裏山に「はのの森」整備完成

５９年 ２月１７日 但馬教委連合会指定 国語教育研究発表会

５９年 ７月２６日 新校舎起工式

６０年 ４月２２日 新校舎使い初め式

６０年１０月３１日 県学校給食優良校受賞

６０年 ８月３１日 新校章制定

６０年１２月 ７日 校舎、体育館兼講堂、幼稚園舎落成

６０年１２月１５日 記念碑、庭園造園

平成 元年１１月 １日 全但理科研究会会場となる

３年 ３月 ７日 交通安全優良校として県警より受賞

３年 ３月２０日 ふるさと読本「はの」発刊

４年 ４月１５日 体育館正面壁面に校章取り付け

５年１２月１６日 風向、風力計、百葉箱等気象観測装置設置

６年 ６月１３日 プール水泳槽全面改築

７年 ８月２３日 校舎の内壁塗装工事

７年１０月２７日 兵庫県小学校社会科教育研究会但馬大会

９年 １月２１日 韓国慶州市月城初等学校海外派遣団との交流会

（出石町内小学校の単独受け入れの第一回目）
９年 ３月３０日 屋根瓦の修理完了、プールフェンスの全面交換、

９年１２月１８日 学校前の横断歩道に水銀灯設置 この夜から点灯

１０年 ５月２７日 二階男子トイレに洋式便器を設置

１１年 ８年２７日 固定式バスケットゴール２台設置

１２年１０月 １日 出石町全域防災無線受信機設置及び端末操作機設置

１２年１０月２６日 但馬小学校書写教育研究大会

１３年 ９月２５日 県警ホットライン器具設置（テスト完了）

１６年 １月２７日 韓国慶州市東川初等学校交流団来校、

１６年１０月２０日 台風２３号の影響により、運動場・プール冠水

避難所開設 校区内に多大な被害を及ぼす

１７年 ４月 １日 市町合併に伴い、豊岡市立寺坂小学校、豊岡市立寺

坂幼椎園に改称

１７年 ９月１６日 校舎・体育館内外、部分修繕工事完了（内装・建具等）

１９年 ６月２５日 緊急通報警戒システム設置

１９年 ６月２８日 但馬小学校家庭科教育研究会開催

２０年 １月２９日 韓国慶州市東川初等学校国際交流体験学習使節団との交流会
２４年 ４月 ３日 焼却炉撤去 物置設置

２４年 ７月 ８日 校区民による校庭芝生化作業

令和 元年 ６月２０日 １～６年生教室エアコン設置工事

３年 ３月３１日 特別教室エアコン設置並びにキュービクル設置工事

４年 ４月 １日 寺坂幼稚園 休園

校 章 の 由 来

旧出石町の町章の「い」の中
に町花のテッセンを入れ、中心
に寺坂小学校の「寺」をデザイン

してあります。
将来、出石の町とともにますます充実発展していくこと
を表しています。
このデザインは、応募者の中から２人の案を組み合

わせて作られました。昭和６０年８月３１日に「新校章」
として制定されました。

学校要覧

豊岡市立寺坂小学校
〒66８-０２４６ 兵庫県豊岡市出石町日野辺１－１

TEL : 0796-52-5851

FAX : 0796-52-6258

E-mail : terasaka-es@edu.city.toyooka.hyogo.jp
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《校 訓》 強く 正しく 美しく

「自ら学び 心豊かで たくましく生きる子の育成」
～ 挑 戦 根 気 協 力 笑顔 ～

《経営の基本姿勢》
学校・家庭・地域の総力で「生きる力」をはぐくむ

《経営の重点》

研

〔研修の柱〕
○複式教育と少人数を生かした聴き合う授業の推進

○対話による学びの深まりが生まれる学習の推進

○学習のユニバーサルデザイン化（特に視覚化）

○基礎基本の定着と表現力、活用力を高める授業づくり

○「寺坂小・学びの基本」の取組の具体化と充実

○小小連携による多様な学習活動の場の創造

〔研修内容〕
1 授業研究、事前研、事後研

2 複式教育の追求(複式授業の推進、｢ひとり学習｣の系統化と定着)

3 小小連携教育の取組

４ 「学びの基本（聴く・話す・読む・書く）」の定着

５ 書くことの日常化

⇒「お話キャッチボール」「各教科での学習成果物の提示」など

６ 話すことの日常化（「やる気の花発表会」「給食の感想」など）

７ 「学びのステップ」の活用

８ 基礎基本の定着（計算・漢字・ローマ字のタイピング）

⇒スキルタイムの活用

９ 生活実践力をつけるための取組の継続「やる気の花」

10 読書活動の充実（読書環境の整備、読書活動の推奨、朝読書、親子読書）

11 児童相互の発達段階の違いに対応するための学習のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化

12 子ども同士が学び合い、集団思考による深まりのある学びの場づくり

◇校区の状況
本校は正面に霊峰床尾山（８３９ｍ）を仰ぎその裾野を出石川の清流が東

西に流れる。その出石川に添って国道４２６号線が縦断するという細長い地

域の中心に位置している。以前の校区は豊かな農村という様相を呈していた

が、現在は、国道４２６号が、近畿舞鶴自動車道の幹線としての役目を果た

し、交通量も多くなってきている。また、地域では、工場誘致などが図られ

た結果、それらの工場の下請け家内工業をはじめ、近隣の市町の工場などへ

勤める人が多く、酪農、土木建築関係と併せて兼業農家の家庭が多くなった。

研 の 主 題修
◇児童数

◇職員組織

学校教育目標

聴き合い、考え合い、認め合う子どもの育成
～子どもたちが学び合いたくなる場づくりを中心に～
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めざす児童像

すぐれた実践的

指導力を持つ教師

心身共に健康で､児童

と共に学び､汗する教師

豊かな人間性を備え、

学び合う教師

めざす教師像
使命感を持ち

情熱あふれる教師

よく考え、本気で学ぶ子

（気づき･考え･行動する力）

他者を思いやり、
仲間とともに伸びる子
（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力）

ふるさとを愛し夢や目標

の実現に努力する子

（継続力・忍耐力）

自らを鍛え、
元気でたくましい子

（体力）

めざす子ども像

あいさつの飛びかう

明るい学校

意欲と活力にあふれる

魅力ある学校

地域に開かれた

信頼される学校

歌声が響き、

笑顔いっぱいの学校

めざす学校像

１「教職員みんなで子どもを育てる」との意識に立ち、人間的な心のふれあいを一層深

め、小規模校の特性を生かした教育活動の焦点化・具体化・意識化を推進し、がんばり

ぬく力（夢実現力）の育成を図る。

２ 研修を充実し、専門性と実践的指導力の向上を図ると共に、教職員一人一人が創意工

夫に満ちた魅力ある教育活動を展開する。

３「確かな学力」の定着に向けて、基礎的・基本的な知識・技能と思考力・判断力・表現

力等をバランスよく伸ばすとともに、主体的に学習に取り組む態度を養う。

４ 教育活動全体を通じた組織的・系統的なキャリア教育の充実を図る。

５ 人権に関する概念や歴史等の知的理解と人権感覚の涵養を基盤に、人権課題を解決し

ようとする意欲、態度を育てると共に、豊かな人間関係を育む「心の教育」を充実する。

６ 地域の教育力の活用を図り、郷土の文化・伝統を学び、ふるさとを愛する心を養う。

７ 開かれ、信頼される学校づくりを推進し保護者、地域と一体となった教育を展開する。
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児童数

男 女 計

新　宮 ０ ０ ０ ０

中　野 ０ ０ ０ ０

日野辺 ９ ５ ４ ９

桐　野 ５ ２ ５ ７

寺　坂 ５ ７ ３ １０

計 １９ １４ １２ ２６

担 任 等 名　前

１ 校 　　長　　 赤 木　慈 郎

２ 教 　　頭　　 安 積　正 陽

３ 　　１・２年生担任　　 小田垣　洋利

４ 　　　　３年生担任 大 谷　夏 美

５ ４年生担任　　 大上　久美子

６ 　　５・６年生担任　　 根 兵　俊 輝

７ あおぞら学級担任 谷 垣　好 美

８ 　　　　専　　科 　 長 澤　陽 平

９ 養護(主幹教諭) 橋 本　真 澄

10         学校事務 松岡　弥栄子

11 　　　　校務員 加 藤　久 典

12   　　　育休中　 田 中　菜 月

13 　　　　育休中 辻　　　朱 

学

年

１･２

年

３

年

４

年

５･６

年

あお

ぞら
合計

児

童

数

男 ０ ６ ２ １ ４ １ ０ １４

女 ０ １ ２ ４ １ ２ ２ １２

計 ０ ７ ４ ５ ５ ３ ２ ２６

実家庭数 ０ 1 ４ ４ ５ ３ ２ １９

令和５年度 学校経営方針


